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町内の剣豪62人が
つばせりあい
水巻町剣道選手権大会

「メーン、ドーウ！」気合いの

はいった声が武道館に響きます。

1月27日、町内から中学生以上の

剣豪62人が参加して、第11回水巻

町剣道選手権大会が開かれました

熱戦の結果は次のとおりです。

●中学1年の部

①近藤良平

●中学2年の部

①野添芳生

●中学女子の部

①鶴田伸子

●四段の部

①水田みず枝

●五段以上の部

①碗杯事睾・

⑧黒木三郎

（敬称略）

（郭川原和忠

⑧江内田等

（り黒木美実子

⑧寺松利男

入江　弘

ファイヤーマンが
勢ぞろい
消防合同出初式

新春を飾る遠賀郡四か町消防合

同出初式が1月13日、芦屋中学校

のグラウンドで行われました。
日本消防協会長表彰を受ける
岡部嘉紀さん

消防団員が、力強い分列行進や

小隊訓練、ポンプ草操法などを披
露。次は今年のルーキー、幼年消

防隊による鼓隊演技です。はっぴ
姿のかわいい幼稚園児によるマー

チングドリルが、勇壮な出初式に

華を添えました。続いて、表彰伝
達式が行われました。

水巻町の受賞者は次のとおりで

す。（敬称略）
●日本消防協会長表彰　功績章＝

岡部募紀　●県知事感謝状＝八木
隆一・浅沼政次・上田信幸　●県

消防協会長表彰　永年勤続（40年）

＝中原敏夫（35年）＝永沢信夫
（25年）＝豊沢麟児・宮崎秋生
永安夫（20年）＝八木隆一
年）＝木下重人・田中絢一
年）＝垣内耕一郎・城水朝昭
城典生・福沢和秀・田中純二

安
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谷弘高　（優良団員）＝中田清孝

・品川猛・岡田専一・橋本鉄次
●県民火災共済組合理事長表彰

（分団）＝第二分団　（個人）＝
八木隆一　●消防協会遠賀支部長

表彰＝白井秀雄・番月数則　●消

防団長表彰＝原田繁三・石橋敏美
・梶野信作



陶器づくりは思い出づくり
1月27日、中央公民館で少年教室が開かれました。今回

は、陶器づくりにチャレンジ。佐藤幸乃先生の説明の後、

受講生たちは、慣れない手つきで粘土をこねます。だんだ

んと形が整い、スヌーピーの菓子入れや音符の形をしたお

皿などおもしろい作品ができあがりました。

「お父さんに、ビールジョッキを作ってあげるんです。

でも、あの大きな手がこの取っ手の穴に入るかなあ」と、

笑顔で答える井上あかねちゃん（机小5年）。

地域のリーダーづくりを目指したこの少年教室も、残す

ところ、スケートと閉講式の2回。今回つくった作品は、

開講式までに焼き上げられ、少年教室の思い出として受講

生たちに手渡されます。　　　　　　　　　　　　（や）

72チームがタイムを競う
1月20日、遠賀町総合運動公園の外周コースで行われた
遠賀郡各町対抗駅伝競争大会には、小学生から成人まで72

チーム、428人が参加、健脚を滴いました。中学生の部で

は男女とも、水巻申・水巻南中が上位を独占しました。

主な結果は次のとおりです。　　　　　　　　（敬称略）

●小学女子【準優勝】頃末水泳5Ｄ

●中学男子【優勝】水巻南中Ａ【準優勝】水巻南中Ｂ

●中学女子【優勝】水巻南中Ａ【準優勝】水巻申

●区間賞　【中学男子】和田亘市・長谷部貴文・森智略・

池口司・和田昇三・福内和彦　【中学女子】中村夕希子・

千顔愛・松尾まゆみ・石井奈津子・松本由美・平川聖子
【一般】渡辺裕子

21世紀人登場
空は青空、心も天気，1月15日、中央公民館で行われた

成人式には、華やかな振りそでや真新しいスーツ姿の新成

人297人が参加しました。

「久し振りやね－」「元気やった？」－昔ばなしや近

況報告で、玄関ホールや会場の入口は、同窓会の会場に早

変り。

式典では、町長や来賓のあいさつに続いて藤崎伊保子さ

ん（吉田三）が、「大人としての自覚をもって、社会の発
きねた

展に貢献します」と答辞。アトラクションの「砧ばやし」

の演奏の後、自由交歓会が設けられ、中学時代の恩師を囲

みミニ同窓会の再開です。ジュースとお菓子をつまみなが

ら、昔ばなしに花を咲かせました。

なまけの鬼を吹き飛ばせ
正月気分を吹き飛ばし、早く学業に戻れるようにと始め

られた「どんど焼き」が1月12日、頃未小学校で行われま

した。この行事は、頃末小の児童会が毎年行っているもの

です。児童たちがグループに分かれ、近所の家からもらっ

たしめ飾りや破魔矢などを持ち寄って行われます。

山と積まれたしめ飾りを前に、5・6年生の実行委員が

「どんど焼き」の由来や「春の七草」の説明をした後、た

いまつで点火。勢い良く燃え上がる炎を囲み、竹で組んだ

やぐらが「パーン」と割れる音に「ワーツ」と大歓声が響

きます。「なまけの鬼、いじけの鬼はもう逃げたかな」と

校長先生のお話しを最後に、どんど焼きは終りました。そ

の後、校庭で宝さがＬを楽しみました。



健康づくりシリーズ⑰

「
肩
こ
り
」
や
「
腰
痛
」
に
は
、

体
操
が
効
果
的
で
す
。

今
月
は
、
遠
賀
保
健
所
の
保
健
婦
、
迫
田
安
枝
さ
ん
（
水
巻
町
担
当
）

に
、
肩
こ
り
・
腰
痛
体
操
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

肩
こ
り
と
は
、
肩
の
筋
肉
が
異
常
に

こ
わ
ば
っ
た
状
態
の
こ
と
で
す
。

肩
こ
り
の
原
因
、
一
時
的
な
肩
こ
り

は
、
肩
の
筋
肉
の
過
労
や
精
神
的
疲
労

で
お
こ
り
ま
す
。
繰
り
返
す
が
ん
こ
な

肩
こ
り
は
、
病
気
が
か
く
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

腰
痛
に
は
、
病
気
か
ら
お
こ
る
も
の

と
、
原
因
の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
な
人
で
も
無

理
な
動
作
や
不
自
然
な
姿
勢
を
長
く
続

け
て
い
る
と
、
腰
や
背
中
が
痛
く
な
っ

て
き
ま
す
。

痛
体
操
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
姿
勢

を
つ
く
り
、
脊
柱
を
柔
軟
に
し
ま
す
。

腰
痛
の
あ
る
人
は
、
医
師
に
一
度
相
談

し
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

⑧
縮
ん
だ
筋
肉
を
引
き
伸
ば
す
こ
と
。

④
緊
張
し
た
筋
肉
を
ゆ
る
め
、

ぐ
す
こ
と
。

⑤
姿
勢
を
よ
く
す
る
こ
と
。

と
き
は

肩
で
円
を
描
く
よ
う
に
前
回
し
、
後

回
し
を
各
五
回
ず
つ
。

糾
首
の
運
動

①
前
後
に
曲
げ
る
（
各
五
回
）

⑧
左
右
に
向
け
る
（
各
五
回
）

⑧
左
右
に
倒
す
（
各
五
回
）

川
音
ま
わ
し

前
後
左
右
に
回
す
。
右
回
し
、
左
回

し
を
交
互
に
。

糊
肩
を
ひ
き
下
げ
る
体
操

肩
は
で
き
る
だ
け
下
げ
て
首
は
伸
ば

し
、
後
方
の
手
は
下
に
向
け
て
手
首

を
交
互
に
絞
り
下
げ
る
。
肩
こ
り
の

耳
を
軽
く
は
さ
む
よ
う
に
し
て
背
伸

び
を
し
ま
す
。
か
か
と
も
で
き
る
だ

け
高
く
あ
げ
、
し
っ
か
り
と
伸
び
ま

し
ょ
う
。
（
五
回
）
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ほ
と
ん
ど
の
肩
こ
り
や
腰
痛
は
、
日

常
生
活
で
の
注
意
や
、
軽
い
体
操
で
解

消
で
き
ま
す
。

肩
こ
り
体
操
は
、
首
・
肩
の
関
節
や

筋
肉
の
柔
軟
性
を
保
ち
、
血
液
の
循
環

を
良
く
し
て
老
廃
物
を
流
し
ま
す
。
腰

《
肩
こ
り
・
腰
痛
体
握
の
ね
ら
い
》

①
ふ
だ
ん
使
っ
て
い
な
い
筋
肉
を
強
く

す
る
こ
と
。

⑧
動
き
の
悪
い
関
節
を
柔
か
く
す
る
こ

と
○

川
肩
の
上
げ
下
げ

両
肩
を
上
に
も
ち
上
げ
、
力
を
抜
く

㈹
肩
ま
わ
し

あ
る
人
は
、
こ
の
姿
勢
か
ら
首
を
左

右
に
倒
す
と
、
肩
の
筋
肉
が
伸
び
て

楽
に
な
り
ま
す
。

㈹
背
の
ぴ
の
運
動

肩
幅
程
度
に
足
を
開
い
て
立
ち
ま

す
。
両
手
を
ま
っ
す
ぐ
上
に
あ
げ
、

●
腰
曲
げ
体
操

①
両
足
を
前
に
投
げ
出
し
て
す
わ
る
。

⑧
つ
ま
先
は
そ
ろ
え
て
、
出
来
る
だ
け

前
に
倒
す
。

⑨
太
も
も
の
上
で
両
手
を
組
み
、
手
の

ひ
ら
を
上
に
向
け
る
。

④
腰
を
曲
げ
る
と
同
時
に
、
組
ん
だ
手

の
ひ
ら
を
外
側
に
返
し
て
、
ひ
じ
を

伸
ば
し
、
足
先
に
近
づ
け
る
。
（
こ

0
ぎ

の
時
、
胸
が
膝
に
つ
く
よ
う
に
。
曲

げ
る
と
き
は
息
を
吐
く
）

⑤
頚
を
あ
げ
る
と
同
時
に
、
組
ん
だ
手

を
も
と
の
位
置
に
戻
す
。

⑥
二
十
回
か
ら
始
め
て
、
慣
れ
る
に
つ

れ
て
三
十
～
六
十
回
繰
り
返
す
。

●
壁
押
し

片
足
を
伸
ば
し
て
後
に
ひ
き
、
前
足

を
曲
げ
、
か
か
と
を
着
け
た
ま
ま
壁
に

向
か
っ
て
腕
立
て
ふ
せ
を
す
る
。

●
へ
そ
の
ぞ
き

浅
く
腰
か
け
、
背
中
を
丸
め
、
腹
を

縮
め
、
息
を
ゆ
っ
く
り
は
き
な
が
ら
、

お
へ
そ
を
の
ぞ
く
よ
う
な
姿
勢
を
と
る

●
そ
り
か
え
り

腰
か
け
た
ま
ま
で
、
の
び
を
す
る
よ

う
に
ゆ
っ
く
り
腰
を
そ
ら
し
、
胸
を
張

り
、
息
を
吸
う
。



′一般の申告
（住民税・国保税・所得税）

′申告をしなければならない人

住民税・国民健康保険税の申告をし

なければならない人は次のとおりです。

（所得税の確定申告をした人は、住民

税の申告は必要ありません。）

●自営業の人　ｅ農業の人

ｅ外交員や集金員などの自由業の人

の家賃などの不動産収入のある人

ｅ大工や左官業の人

ｅ日雇など、日給で働いている人

命年金や恩給を受けている人

ｅ給与所得者で住民税を天引きされて

ない人や給与以外の所得があった人

2月18帥3月15日
会場／役場101会議室
時間／午前9時～午後4時

′申告に必要な書類

●平成2年中の収入・所得のわかる資料

ィ．年金、恩給の支払通知書

Ｄ．源泉徴収票　　ハ．給与明細書

二．収入の内容がわかる帳簿など

ｅ国民健康保険税の納税証明書

役場納税係②番窓口で交付します。

ｅ国民年金支払証明書

国保年金係（9番窓口で杢付します。

①生命保険料支払証明書

ｅ損害保険料支払証明書

ｅ印鑑

⑳兼行または農協の通帳口座番号

（所得税の還付や支払用です。）

′農業所得のある人

′譲渡所得のある人

※土地・建物等を売った人は、2月
27日（水・28日（木ト3月4日（月）にお
いでください。（若松税務署がら通
知があります）

可は引即日旧‖矧田…③

交通事故に

あったら…

交通事故のように、第三者から傷害

を受けた場合、その医療費は原則とし

て加害者が直接病院に支払うことにな

っています。

ところが、現実には、加害者と話し

合いがつかなかったリ、加害者にお金

の持ち合わせがなかったりすることが

あります。また事故の治療には多額の

費用がかがることがあります。こんな

ときは、どうしたらいいのでしょうか。

国保で治療が受けられます。
そんなときは、国民健康保険で治療を

受けることができます。
ただし、この場合、本来加害者が支払
うべき医療費を、国保が一時立てかえて

支払うことになります。ですから、立て
がえた治療費は、あとで国保が加害者に

請求することになります。

まず、国保に届出を
交通事故など、第三者から受けた傷害

を国保で治療するときは、必ず国保年金

係へ「第三者行為による傷病届」を提出
してください。なお、加害者からすでに
治療費を受けとっている場合は、国保で
治療を受けることはできません。

事故にあったとき1才
次の点に注意しましょう
①同乗者の救護

②現場の保存
交通量の多いところでは難しい場合も
あるが、なるべく事故が起きたままの

状態を保存する。
③目撃者を探す
目撃者があれば、住所、氏名、目撃談
などをメモしておく。

④相手方を確認する
車のナンバー・色・型・名称のほか、

加害者の住所・氏名・勤務先・自動車
損害賠償責任保険の会社名、証書番号
などを確認する。

⑥警察に届ける　事故証明をもらう。
⑧示談は慎重に
加害者と示談をするときは、国保年金
係に相談してください。



県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
県

の
仕
事
に
対
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
県
内
に
住
む
2
0
歳
以
上

の
人
（
常
勤
の
公
務
員
は
除
く
）

●
任
　
期
　
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で

●
申
込
期
間
　
2
月
2
8
日
ま
で

●
応
募
方
法
　
応
募
は
が
き
は
役
場
庶

よ3しＣねタ
クリーンルネッサンス
北九州，91

期間9／14ト11／11
会場若松区響灘緑地

β今なら海外旅行が
当たります。

大人1，000円（当日券1，200円）

●申し込みは役場都市計画課へ

【美しい環境づくりが
テーマです】

日　時 ｉ　 学 習 テ ー マ

？／1 2 明るい京庵と近所づきあい

、向こう三軒両陳「練 拒

Ⅱ10：00
元北九州教育委員
時　 横　 悦　 子

約 9
気象た生活

福間管区気象台′．（火†

仙10：同 田 、代　 筆　 － ．、′＿、

2 了台6 自然環境
海の汚染と自然保護事業

Ｌ火† 釣研㈱社長
、賊10：椰 田　 中　 栄　 一

男性の参加も歓迎します。
問い合わせは中央公民館へ

■

務
係
に
備
え
て
い
ま
す
。
「
県
政
に

関
心
の
あ
る
こ
と
」
を
記
入
の
上
、

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
8
1
2
福

岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7
号
　
福

岡
県
総
務
部
広
報
課
「
県
政
モ
ニ
タ

ー

」

担

当

へ

。

℡

（

0

9

2

）

6

5

1

局

1

1

1

1

番

（

内

）

2

3

8

5

二
十
一
世
紀
の
は
じ
め
に
は
、
六
十

五
歳
以
上
の
人
が
四
人
に
一
人
の
割
り

合
い
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

遠
賀
保
健
所
で
は
、
本
格
的
な
高
齢

社
会
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
を
考
え

る
た
め
「
老
人
保
健
福
祉
調
査
」
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
討
査
に
は
次
の
三
種
類
が
あ
り

ま
す
。
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
世
帯
調
査
　
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
の
一
部
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
す
。
調
査
票
の
配
布
は
老

人
ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●
訪
問
き
き
と
り
調
査
　
介
護
を
必
要

と
す
る
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
が

対
象
で
す
。
保
健
所
の
保
健
婦
が
訪

問
し
て
、
き
き
と
り
調
査
を
し
ま
す
。

●
訪
開
健
康
珍
重
　
き
き
と
り
調
査
の

対
象
者
の
う
ち
、
希
望
す
る
人
に
、

九
州
大
学
の
専
門
医
が
健
康
診
査
を

行
い
ま
す
。
（
2
月
～
3
月
）

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
、
遠
賀
保

健
所
保
健
予
防
課
世
帯
調
査
係
（
合

2

0

1

局

4

1

6

1

番

）

　

へ

お

尋

ね

く
だ
さ
い
。

水
巻
町
商
工
会
で
は
、
今
春
、
大
学
・

短
大
・
高
校
・
専
修
学
校
へ
進
学
す
る

人
の
家
族
を
対
象
に
「
国
の
進
学
ロ
ー

ン
相
談
会
」
を
開
き
ま
す
。

こ
の
ロ
ー
ン
は
国
の
制
度
で
す
か
ら

安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
2
月
1
9
日
（
火
）
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
水
巻
町
商
工
会
館

●
融
資
額
一
進
学
者
あ
た
り
百
万
円

●
利
　
率
　
八
二
二
パ
ー
セ
ン
ト

●
融
資
期
間
　
五
年
以
内
。
た
だ
し
四

年
以
上
の
学
校
（
大
学
・
高
専
な
ど
）

に
入
学
す
る
場
合
は
六
年
以
内

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
ロ
ー
ン
の
申
し

込
み
に
は
、
家
族
全
員
が
記
載
さ
れ

た
住
民
票
や
、
源
泉
徴
収
票
・
所
得

証
明
書
な
ど
、
年
収
を
証
明
す
る
書

類
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
、
水
巻
町

商

工

会

（

℡

2

0

1

局

7

5

5

1

番

）

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

係

体
の
障
害
の
た
め
歩
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
な
ど
、
在
宅
の
重
度
の
身
体
障

害
者
を
対
象
に
、
医
師
に
よ
る
訪
問
診

査
と
更
正
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
3
月
中
旬

●
診
査
医
師
　
渡
辺
外
科
医
院
（
頃
未
）

の
渡
辺
正
先
生

●
診
査
の
内
容
　
身
体
障
害
者
手
帳
の

診
断
、
補
装
具
の
診
断
な
ど
。

●
申
し
込
み
　
診
査
を
希
望
す
る
人
は

2
月
1
5
日
ま
で
に
役
場
民
生
係
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

2月15日までに
申し込んでください



お
と
ぎ
話
や
紙
芝
居
が
大
好
き
な
チ

ビ
ッ
コ
に
、
う
れ
し
い
お
知
ら
せ
で
す
。

軽
ワ
ゴ
ン
車
「
く
ま
ご
ろ
う
号
」
で

日
本
全
国
を
お
話
キ
ャ
ラ
バ
ン
し
て
い

る
八
幡
西
区
の
本
村
義
雄
さ
ん
が
、
中

央
公
民
館
に
や
っ
て
き
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ゆ
か
い
な
お
話

を
聞
か
せ
て
も
ら
え
ま
す
。
ふ
る
っ
て

参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
2
月
2
7
日
午
前
1
0
時
か
ら

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
大
和
室

●
同
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
中
央
公
民

館

（

℡

2

0

1

局

0

4

0

1

番

）

へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
巻
町
商
工
会
で
は
、
商
工
会
法
施

行
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
愛
の

献
血
3
0
万
人
運
動
」
と
「
愛
の
募
金
測

万
ド
ル
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
を
企
画
し
ま

し
た
。
収
益
金
は
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

や
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
す
。

当
日
は
先
着
二
百
人
に
記
念
品
を
贈

呈
し
、
商
品
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

多
く
の
町
民
の
方
の
釆
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
3
月
1
日
（
金
）
午
前
9

時
卸
分
開
場

●
と
こ
ろ
　
頃
末
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
水
巻
町
商

工
会
（
℡
2
0
1
局
7
5
5
1
番
）
へ

太
洋
社
で
は
、
現
在
、
従
業
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
就
業
を
希
望
す
る
人

は
履
歴
書
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
職
種
と
募
集
人
数

①
運
転
手
兼
作
業
員
（
5
0
歳
以
下
の

男
子
）
数
人
　
⑧
集
金
員
（
5
0
歳
以

下
の
女
子
）
数
人

●
募
集
締
め
切
り
　
2
月
2
8
日
ま
で

●
勤
務
場
所
　
遠
賀
町
鬼
津
二
〇
二
七

ー
一
　
（
有
）
太
洋
社

●
問
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
（
有
）
太

洋

社

℡

2

9

3

局

3

3

3

1

番

へ

。

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
遠
賀
郡
農
業
振
興
連
絡
協
議
会
棟

香
典
返
し
と
し
て

●
み
ず
ほ
　
　
故
・
宇
野
　
正
一
様

宇
野
マ
サ
エ
様

●
吉
田
一
　
故
・
木
須
　
勝
　
様

木
須
一
雄
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
山
口
　
健
　
樺

山
ロ
ト
ミ
子
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
岡
本
　
寅
造
様

岡
本
ヨ
シ
ヱ
様

●
頃
宋
　
　
　
故
・
杉
本
　
精
一
様

杉
本
マ
ス
コ
様

●
　
二
　
　
　
故
・
渡
部
　
孫
市
様

前
迫
　
敬
治
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
太
田
　
直
子
様

太
田
　
胤
通
様

●
み
ず
ほ
　
　
故
・
今
福
　
重
責
様

今
福
　
澄
子
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
大
坂
　
武
一
様

大
坂
キ
ヨ
子
様

●
古
賀
　
　
　
故
・
村
田
　
永
作
様

村
田
　
行
雄
様

●
伊
左
座
　
　
故
・
永
沼
一
朋
様

永
沼
　
昭
生
様

●
頃
未
　
　
　
故
・
蒲
原
　
春
次
様

蒲
原
　
健
一
様

●

　

二

●
頃
末

●

　

二

故
・
広
川
　
正
美
様

広
川
サ
チ
子
様

故
・
原
田
　
シ
カ
様

石
松
　
惟
義
様

故
・
西
門
　
芳
男
様

西
門
十
四
日
様

●
お
か
の
台
　
故
・
緒
方
　
繁
行
様

緒
方
三
枝
子
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
徳
久
三
重
子
様

徳
久
　
義
秋
様

建設工事の
入札参加者は
4月1日から
受け付けます

平成3年度と4年度に町が発

注する建設工事の、入札に参加

を希望する業者を、次の要領で

受け付けます。現在登録してい

る業者も新たに手続きしてくだ

さい。

●受付期間

4月1日から4月15日まで
（日曜日、第二土曜日を除く）

●受付時間

く平日〉　8時30分～17時

≪土曜日》8時30分～12時

●受付場所

役場財政課管財係（2階）

●申請できる業者

建設工事のうち、建築・土木・

舗装・管・水道施設の請負業

者。ただし、次のいずれがに

該当すれば申請できません。

●地方自治法施行令第167集
の4に該当する場合

ｅ町税や使用料などの滞納処
分を受け、1年を経過しない

場合

ｅ経営状態が著しく不健全と
認められる場合

ｅ建設業法第3集に定める建
設業の許可を受けていない場合

ｅ町内に本社または支店（資

本金10億円以上の場合は営業

所・出張所）の登記をしてい

ない法人。および、代表者が

水巻町民でない個人業者。

ｅ資本金柑0万円未満の法人。
または、也定資産評価額が

380万円未満の場合。

⑳重大な反社会的行為を行う

など、業者選定の対象として

適当でないと認められる場合

●問い合わせ先

役場財政課管財係
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ま
ず
は
、
ね
ぼ
る
こ
と
。

こ
れ
が
写
真
を
撮
る
コ
ツ

た
け
し

ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
本
田
　
毅
㌔
（
6
0
歳
・
鯉
口
団
地
）

●
カ
メ
ラ
に
こ
だ
わ
っ
て
二
十
年
。
「
瞬
間
」
を
求
め
て
活
躍
中

∵

「
報
道
写
真
」
と
い
う

こ
と
ば
に
魅
せ
ら
れ
て

写
真
を
始
め
ま
し
た

「
決
定
的
瞬
間
と
い
う
の
は
、

写
真■■〇〇〇■喜事

な
ら
で
は
の
表
現
で
す
。
′
報
道
写

真
″
と
い
う
こ
と
ば
に
魅
せ
ら
れ
て
、

写
真
を
始
め
ま
し
た
」
と
、
二
十
年
来

の
愛
機
ニ
コ
ン
を
手
に
語
る
の
は
、

鯉
口
団
地
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ

ン
、
本
田
毅
さ
ん
。

新
聞
社
主
億
の
読
者
の
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
や
、
芦
屋
町
春
ま
つ
り
な
ど
で
数

々
の
賞
を
獲
得
。
現
在
も
日
本
報
道
写

真
連
盟
に
所
属
し
て
活
躍
中
で
す
。

カ
メ
ラ
を
初
め
て
手
に
し
た
の
は

四
十
歳
の
と
き
。
あ
る
年
齢
に
達
し
た

ら
何
か
の
趣
味
を
持
っ
て
人
生
を
送
り

た
い
も
の
だ
と
い
う
随
筆
の
こ
と
ば
が

き
っ
か
け
で
、
写
真
と
の
つ
き
合
い
が

始
ま
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
仕
事
の
あ
い
間
を
見
て
は

被
写
体
を
求
め
て
歩
き
回
り
、
山
か
ら

海
か
ら
あ
ら
ゆ
る
所
に
足
を
運
ん
だ
も

の
で
す
。ｌ
枚
の
写
真
に

二
年
か
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す

「
良
い
写
真
を
撮
る
コ
ツ
は
、
ま
ず

ね
ぼ
り
、
次
に
何
を
表
現
す

る
か
、
最
後
に
、
い
ら
な
い
も

の
は
省
く
、
こ
の
三
つ
で
す

よ
。
一
枚
の
写
真
に
二
年
か

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

以
前
、
小
倉
城
の
広
場
で

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
若
者

た
ち
（
み
ゆ
き
族
）
を
写
し

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う

で
す
。
雨
の
降
ら
な
い
日
曜

日
は
ほ
と
ん
ど
毎
週
カ
メ
ラ

を
さ
げ
て
小
倉
城
へ
。
何
度

か
足
を
運
ぶ
う
ち
に
、
若
者

た
ち
と
も
親
し
く
な
り
、
ス

ナ
ッ
プ
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
二
年
間
通
っ
て
撮
っ
た

写
真
に
「
勝
山
族
パ
ー
ト
Ｉ
～
‡
」
と

い
う
題
を
つ
け
て
毎
日
新
聞
社
主
催
の

読
者
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
。
ね

ぼ
り
の
カ
メ
ラ
マ
ン
精
神
で
、
み
ご
と

銅
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

「
若
い
こ
ろ
は
、
あ
ち
こ
ち
に
通
い

ま
し
た
が
、
今
は
年
に
五
、
六
回
自
分

に
合
っ
た
撮
影
会
に
参
加
し
ま
す
」

昨
年
、
還
暦
を
記
念
し
て
、
仲
間
と

一
緒
に
九
重
高
原
へ
撮
影
登
山
。
ミ
ヤ

ひ
じ

マ
キ
リ
シ
マ
の
咲
く
平
治
岳
を
再
度
カ

メ
ラ
に
収
め
下
山
し
ま
し
た
。

「
や
は
り
足
腰
は
、
若
い
人
に
は
か

な
い
ま
せ
ん
。
で
も
目
の
方
は
ま
だ
ま

だ
。
オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
の
カ
メ
ラ
な

ん
か
あ
ま
り
使
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
一

番
で
す
よ
」
と
、
苦
労
を
共
に
し
た
カ

メ
ラ
を
手
に
本
田
さ
ん
。

「
水
巻
に
は
、
芦
屋
に
く
ら
ぺ
る
と

よ
い
被
写
体
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
で

も
掘
り
起
こ
せ
ば
、
き
っ
と
良
い
も
の

が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。
私
の
夢
は
、

こ
の
町
の
何
か
を
″
水
巻
再
発
見
″
と

ぅ
題
で
表
現
し
て
み
る
こ
と
で
す
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

ｒ

車
「
広
報
み
ず
ま
き
」
が
県
の
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
で
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
お
め
で
と
う
」
「
お
め
で
と
う
」
と
広

報
仲
間
か
ら
お
祝
い
の
電
話
。
町
長
か

ら
も
「
が
ん
ば
っ
た
ね
」
と
芸
早
料

Ｈ
Ｋ
や
新
聞
社
の
取
材
も
来
ま
し
た
。

梅
ノ
木
団
地
の
Ａ
さ
ん
か
ら
「
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
便
り
が

届
き
ま
し
た
。
広
報
マ
ン
と
し
て
こ
ん

な
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
一
番
に
、
妻
に
知
ら
せ
ま
し
た
。

妾
は
昨
年
の
夏
か
ら
入
院
中
で
す
。
重

い
血
液
の
病
気
で
す
。
「
本
当
に
よ
か

っ
た
ね
。
お
め
で
と
う
」
　
－
妾
の
一

言
に
勝
る
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
（
野
口
）

車
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
釆
ま
し
た
。
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
の
特
選
を
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
で
流
す
と
い
う
の
で
す
ｑ
∴
リ
ハ
ー
サ

ル
な
し
の
ぶ
っ
つ
け
本
番
。
ラ
イ
ト
が

当
た
り
、
マ
イ
ク
が
近
づ
き
ま
す
。
患

わ
ず
体
が
前
か
が
み
に
（
最
近
の
マ
イ

ク
は
高
性
能
な
の
に
）
。
賃
開
「
今
後

ど
ん
な
広
報
を
作
っ
て
い
き
た
い
か
」

答
「
シ
ド
ロ
モ
ド
ロ
…
」
。
あ
が
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
取
材
さ
れ

る
人
の
気
持
ち
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
こ
の
教
訓
を
今
後
の
取
材

に
役
立
て
た
い
と
患
い
ま
す
。
（
嶋
田
）

・
野
－
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